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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第55期

第２四半期連結
累計期間

第56期
第２四半期連結
累計期間

第55期

会計期間
自平成27年４月１日
至平成27年９月30日

自平成28年４月１日
至平成28年９月30日

自平成27年４月１日
至平成28年３月31日

売上高 （千円） 9,659,612 9,672,740 19,531,112

経常利益 （千円） 181,832 290,666 584,651

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 148,690 231,010 444,751

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 124,936 232,729 404,884

純資産額 （千円） 1,810,592 2,298,570 2,090,540

総資産額 （千円） 10,319,206 10,966,922 11,385,839

１株当たり四半期（当期）純利益金

額
（円） 61.14 95.00 182.88

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 17.5 21.0 18.4

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 175,262 921,996 12,331

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △81,450 △60,960 12,143

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △646,717 △514,165 △489,678

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高
（千円） 2,554,402 2,980,881 2,638,818

 

回次
第55期

第２四半期連結
会計期間

第56期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自平成27年７月１日
至平成27年９月30日

自平成28年７月１日
至平成28年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 19.51 50.87

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．平成28年10月１日付で普通株式２株につき１株の割合で株式併合を行いましたが、前連結会計年度の期首に

当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

 

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1) 業績の状況

　当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、依然として続く円高・株安傾向の中で輸出や個人消費が弱含みで推

移するなど一部に停滞感もみられましたが、全体的には緩やかな回復基調が続きました。世界的にも、堅調な米

国、欧州を中心に緩やかな経済成長が継続しましたが、中国や新興国の景気減速、英国のＥＵ離脱問題等による先

行き不透明感は依然として残りました。

　当社グループの業績に大きな影響を与える半導体・半導体製造装置市場の状況は、これまで市場を牽引してきた

スマートフォン等の多機能携帯端末の成長鈍化は見られましたが、台湾・韓国を中心としたロジック半導体や３Ｄ

ＮＡＮＤ型フラッシュメモリ等の先端技術への設備投資のほか、中国を中心とした増産投資が着実に行われ、半導

体製造装置メーカーの受注は総じて堅調に推移しました。

　また、ＦＰＤ(フラットパネルディスプレイ)製造装置市場では、モバイル用途の中小型パネル向けの設備投資に

加えて、中国を中心に大型液晶パネル向け設備投資が継続し、ＦＰＤ製造装置メーカーの受注は堅調に推移しまし

た。

このような状況のもと、当第２四半期連結累計期間の連結業績は、主要取引先である半導体製造装置メーカーか

らの受注はほぼ前年並みとなり、売上高は96億72百万円（前年同期比0.1％増）となりましたが、損益面では、受

託製造事業での利益率が向上したことにより、営業利益３億円（前年同期比51.6％増）、経常利益２億90百万円

（前年同期比59.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益２億31百万円（前年同期比55.4％増）となりまし

た。

 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①販売事業

半導体・ＦＰＤ製造装置などの各種コンポーネンツ（部品）及び同装置等の販売事業におきましては、主要取引

先である半導体製造装置メーカーからの受注はほぼ前年並みとなり、売上高は89億37百万円（前年同期比1.1％

減）、セグメント利益１億47百万円（前年同期比12.6％増）となりました。

②受託製造事業

半導体・ＦＰＤ製造装置などの組立及び保守メンテナンス等の受託製造事業におきましては、保守メンテナンス

事業及び主要取引先である半導体製造装置メーカーからの受注はほぼ前年並みとなり、売上高は12億28百万円（前

年同期比4.5%減）となりましたが、利益率の高い組立事業の売上が増加したことにより、セグメント利益１億40百

万円（前年同期比168.8％増）となりました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ３億42百万円増加し、29億80百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は９億21百万円（前年同期は１億75百万円の獲得）となりました。これは主に、税

金等調整前四半期純利益２億90百万円及び売上債権の減少額８億28百万円の増加要因があった一方、仕入債務の減

少額１億65百万円の減少要因によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は60百万円（前年同期は81百万円の使用）となりました。これは主に、定期預金の

預入による支出46百万円及び有形及び無形固定資産の取得による支出11百万円の減少要因によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は５億14百万円（前年同期は６億46百万円の使用）となりました。これは主に、長

期借入金の返済による支出４億21百万円及び社債の償還による支出１億60百万円、配当金の支払額24百万円の減少

要因によるものであります。

　(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、１百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(5) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と

見通しについて重要な変更はありません。

 

(6) 資本の財源及び資金の流動性についての分析

当社グループの当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ４億18百万円減少し、109億

66百万円となりました。この主な要因は、現金及び預金が４億18百万円増加、受取手形及び売掛金が８億75百万円

減少等、流動資産が４億73百万円減少したことによるものであります。

　負債は、前連結会計年度末に比べ６億26百万円減少し、86億68百万円となりました。この主な要因は、電子記録

債務が１億14百万円増加し、社債及び長期借入金（１年内を含む）の純減少額４億81百万円、支払手形及び買掛金

が２億80百万円減少したことによるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ２億８百万円増加し、22億98百万円となりました。この主な要因は、親会社

株主に帰属する四半期純利益２億31百万円の計上により利益剰余金が増加したことによるものであります。

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の18.4％から21.0％となりました。

(7) 経営者の問題認識と今後の方針について

「半導体が電子機器産業の技術革新には欠くことのできないもの」という従来からの認識に変わりがないことに

加え、今後中長期的なＩｏＴ、ビッグデータ、ＡＩといった産業分野の市場拡大見通しを背景に、その需要の着実

な増加が見込まれることから、半導体産業や半導体製造装置産業は今後も有力な産業であると考えています。

その一方で、半導体産業は成熟期を迎え、市場環境の変化に伴って再編の動きも活発化しており、技術革新や製

品コスト競争力のほか、幅広い需要への対応が求められていると考えています。

当社グループは、このような事業環境のもと、取引先のニーズに迅速に応え、確固たる経営基盤を構築するた

め、取引先対応力の強化をはじめとした対処すべき課題への取り組みを進めてまいります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 17,000,000

計 17,000,000

（注）平成28年６月23日開催の第55回定時株主総会決議により、平成28年10月１日付で普通株式２株を１株とする株式併

合に伴う定款変更が行われ、発行可能株式総数は8,500,000株減少し、8,500,000株となっております。

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成28年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年11月11日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 5,072,000 2,536,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 5,072,000 2,536,000 ― ―

（注）平成28年６月23日開催の第55回定時株主総会決議により、平成28年10月１日付で普通株式２株を１株とする株式併

合を行うと同時に1,000株を100株にする単元株式数の変更を実施いたしました。これにより発行済株式総数は

2,536,000株減少し、2,536,000株となり、単元株式数は100株となっております。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年７月１日～

平成28年９月30日
－ 5,072,000 － 389,928 － 322,078

（注）平成28年６月23日開催の第55回定時株主総会決議により、平成28年10月１日付で普通株式２株を１株とする株式併

合を行い、発行済株式総数は2,536,000株減少し、2,536,000株となっております。
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（６）【大株主の状況】

  平成28年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

　権田　浩一 　神奈川県逗子市 882 17.38

　権田　益美 　神奈川県逗子市 277 5.46

 大塚　久子 　神奈川県逗子市 263 5.20

　日本証券金融株式会社 　東京都中央区日本橋茅場町一丁目２－10 173 3.41

　高橋　祐実 　東京都文京区 156 3.07

　権田　雄大 　神奈川県逗子市 156 3.07

　副島　眞由美 　神奈川県逗子市 149 2.93

　株式会社東京都民銀行

　（常任代理人　資産管理サービ

ス信託銀行株式会社）　

　東京都港区六本木二丁目３－11

　（東京都中央区晴海一丁目８－12）　
148 2.91

　内外テック社員持株会 　東京都世田谷区三軒茶屋二丁目11-22 145 2.86

　高　吉国 　茨城県土浦市 139 2.74

計 － 2,489 49.08

　（注）上記のほか、自己株式が209千株あります。

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式 　209,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,859,000 4,859 －

単元未満株式 普通株式  　4,000 － －

発行済株式総数 5,072,000 － －

総株主の議決権 － 4,859 －

（注）平成28年６月23日開催の第55回定時株主総会決議により、平成28年10月１日付で普通株式２株を１株とする株式併合を行うと同時に1,000

株を100株にする単元株式数の変更を実施いたしました。これにより発行済株式総数は2,536,000株減少し、2,536,000株となり、単元株

式数は100株となっております。

 

②【自己株式等】

平成28年９月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

内外テック株式会社
東京都世田谷区三軒茶屋

二丁目11番22号
209,000 － 209,000 4.12

計 － 209,000 － 209,000 4.12

 

２【役員の状況】
　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成28年７月１日から

平成28年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,127,392 3,546,275

受取手形及び売掛金 5,059,096 4,183,619

電子記録債権 303,379 350,027

商品及び製品 602,547 551,169

仕掛品 54,774 53,724

原材料及び貯蔵品 50,780 34,923

繰延税金資産 43,400 42,749

その他 33,858 38,768

貸倒引当金 △2,687 △2,513

流動資産合計 9,272,542 8,798,743

固定資産   

有形固定資産   

土地 878,612 878,612

その他（純額） 310,083 332,533

有形固定資産合計 1,188,695 1,211,145

無形固定資産 13,549 60,442

投資その他の資産 911,051 896,591

固定資産合計 2,113,296 2,168,178

資産合計 11,385,839 10,966,922

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,453,102 2,172,143

電子記録債務 2,628,917 2,743,275

1年内返済予定の長期借入金 822,327 667,626

未払法人税等 97,593 64,558

賞与引当金 80,000 76,700

その他 491,930 427,375

流動負債合計 6,573,870 6,151,679

固定負債   

社債 450,000 350,000

長期借入金 1,559,140 1,392,765

繰延税金負債 20,868 25,535

退職給付に係る負債 580,650 582,273

長期未払金 84,950 84,950

資産除去債務 12,744 12,847

その他 13,074 68,301

固定負債合計 2,721,428 2,516,672

負債合計 9,295,299 8,668,352

 

EDINET提出書類

内外テック株式会社(E02986)

四半期報告書

 8/18



 

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 389,928 389,928

資本剰余金 322,078 322,078

利益剰余金 1,323,238 1,529,928

自己株式 △28,665 △29,045

株主資本合計 2,006,578 2,212,889

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 72,246 80,138

為替換算調整勘定 11,715 5,542

その他の包括利益累計額合計 83,961 85,681

純資産合計 2,090,540 2,298,570

負債純資産合計 11,385,839 10,966,922
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

売上高 9,659,612 9,672,740

売上原価 8,666,381 8,568,724

売上総利益 993,230 1,104,016

販売費及び一般管理費 ※ 795,265 ※ 803,831

営業利益 197,964 300,185

営業外収益   

受取利息 2,653 2,501

受取配当金 2,427 3,001

受取賃貸料 6,590 4,796

仕入割引 4,394 4,249

助成金収入 544 －

その他 4,044 6,578

営業外収益合計 20,655 21,127

営業外費用   

支払利息 34,112 27,467

その他 2,675 3,178

営業外費用合計 36,787 30,646

経常利益 181,832 290,666

税金等調整前四半期純利益 181,832 290,666

法人税等 33,141 59,656

四半期純利益 148,690 231,010

親会社株主に帰属する四半期純利益 148,690 231,010
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

四半期純利益 148,690 231,010

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △24,623 7,891

為替換算調整勘定 869 △6,172

その他の包括利益合計 △23,754 1,719

四半期包括利益 124,936 232,729

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 124,936 232,729

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 181,832 290,666

減価償却費 31,236 22,241

貸倒引当金の増減額（△は減少） 201 △174

賞与引当金の増減額（△は減少） － △3,300

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △22,318 1,622

受取利息及び受取配当金 △5,082 △5,502

支払利息 34,112 27,467

売上債権の増減額（△は増加） 765,039 828,222

たな卸資産の増減額（△は増加） 29,404 68,126

仕入債務の増減額（△は減少） △733,303 △165,301

その他 △59,472 △26,498

小計 221,648 1,037,570

利息及び配当金の受取額 2,682 3,185

利息の支払額 △33,463 △26,782

法人税等の支払額 △15,606 △91,977

営業活動によるキャッシュ・フロー 175,262 921,996

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △49,823 △46,820

有形及び無形固定資産の取得による支出 △37,944 △11,435

有形固定資産の売却による収入 40 －

投資有価証券の取得による支出 △1,436 △1,493

その他 7,713 △1,211

投資活動によるキャッシュ・フロー △81,450 △60,960

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 － 100,000

長期借入金の返済による支出 △474,940 △421,076

社債の償還による支出 △140,000 △160,000

リース債務の返済による支出 △7,401 △8,389

自己株式の取得による支出 △55 △379

配当金の支払額 △24,320 △24,319

財務活動によるキャッシュ・フロー △646,717 △514,165

現金及び現金同等物に係る換算差額 △947 △4,807

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △553,853 342,063

現金及び現金同等物の期首残高 3,108,255 2,638,818

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 2,554,402 ※ 2,980,881

 

EDINET提出書類

内外テック株式会社(E02986)

四半期報告書

12/18



【注記事項】

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報

告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備

及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　なお、この変更による損益に与える影響は軽微であります。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成28年９月30日）

受取手形裏書譲渡高 11,313千円 2,692千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
　　至 平成27年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
　　至 平成28年９月30日）

給与及び賞与 379,480千円 386,633千円

賞与引当金繰入額 52,874 47,903

退職給付費用 29,532 16,941
 
 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日）

現金及び預金勘定 3,115,985千円 3,546,275千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △561,583 △565,394

現金及び現金同等物 2,554,402 2,980,881
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

　　配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月24日

定時株主総会
普通株式 24,320 5  平成27年３月31日  平成27年６月25日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

　　配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月13日

　取締役会
普通株式 24,319 5  平成28年３月31日  平成28年６月24日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２ 販売事業 受託製造事業 合計

売上高      

外部顧客への売上高 8,955,694 703,917 9,659,612 － 9,659,612

セグメント間の内部売上高又
は振替高

81,649 582,199 663,848 △663,848 －

計 9,037,343 1,286,117 10,323,461 △663,848 9,659,612

セグメント利益 130,985 52,202 183,187 14,776 197,964

（注）１．セグメント利益の調整額14,776千円は、各セグメントが負担する営業費用と営業外収益の消去差異で

あります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２ 販売事業 受託製造事業 合計

売上高      

外部顧客への売上高 8,915,271 757,469 9,672,740 － 9,672,740

セグメント間の内部売上高又
は振替高

21,911 470,884 492,796 △492,796 －

計 8,937,182 1,228,354 10,165,537 △492,796 9,672,740

セグメント利益 147,502 140,297 287,800 12,384 300,185

（注）１．セグメント利益の調整額12,384千円は、各セグメントが負担する営業費用及び営業外収益の消去差異

等であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 61円14銭 95円00銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
148,690 231,010

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
148,690 231,010

普通株式の期中平均株式数（千株） 2,432 2,431

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．平成28年10月１日付で普通株式２株につき１株の割合で株式併合を行いましたが、前連結会計年度の期首に

当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

 

（重要な後発事象）

(株式併合及び単元株式数の変更)

当社は、平成28年５月20日開催の取締役会において、平成28年６月23日開催の第55回定時株主総会に株式併合及

び単元株式数の変更について付議することを決議し、同定時株主総会で承認可決され、平成28年10月１日でその効

力が発生しております。

 

１．株式併合及び単元株式数の変更の目的

全国証券取引所は、「売買単位の集約に向けた行動計画」を発表し、全ての国内上場会社の普通株式の売買単位

（単元株式数）を100株に統一することを目指しております。

当社は、上場会社としてこの趣旨を尊重し、当社株式の売買単位（単元株式数）を現在の1,000株から100株に変更

することとし、併せて、証券取引所が望ましいとしている投資単位の水準（５万円以上50万円未満）を勘案し、株式

併合を実施するものであります。

 

２．株式併合の内容

(1)株式併合する株式の種類

普通株式

(2)株式併合の割合

平成28年10月１日をもって、平成28年９月30日の最終の株主名簿に記載された株主の所有株式数を基準に、２株に

つき１株の割合をもって併合いたしました。

(3)株式併合により減少する株式数

株式併合前の発行済株式総数（平成28年９月30日現在） 5,072,000株

株式併合により減少する株式数 2,536,000株

株式併合後の発行済株式総数 2,536,000株

 

３．１株未満の端数が生じる場合の処理

株式併合の結果、１株に満たない端数が生じた場合には、会社法の定めに基づき、一括して処分し、その処分代金

を端数が生じた株主に対して、端数の割合に応じて配分いたします。

 

４．単元株式数の変更の内容

平成28年10月１日をもって、普通株式の単元株式数を1,000株から100株に変更いたしました。

 

５．１株当たり情報に及ぼす影響

１株当たり情報に及ぼす影響につきましては、当該箇所に記載しております。

 
 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年11月11日

内外テック株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 石田　勝也　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 唐澤　正幸　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている内外テック株式

会社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成28年７月１日から平

成28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、内外テック株式会社及び連結子会社の平成28年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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